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港
湾
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
案
新
旧
対
照
条
文

○

港
湾
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
四
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
国
際
戦
略
港
湾
、
国
際
拠
点
港
湾
、
重
要
港
湾
及
び
避
難
港
）

（
重
要
港
湾
、
特
定
重
要
港
湾
及
び
避
難
港
）

第
一
条

港
湾
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
国
際
戦
略

第
一
条

港
湾
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
重
要
港
湾

港
湾
、
国
際
拠
点
港
湾
及
び
重
要
港
湾
並
び
に
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
避
難
港
は

及
び
特
定
重
要
港
湾
並
び
に
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
避
難
港
は
、
別
表
第
一
の
と

、
別
表
第
一
の
と
お
り
と
す
る
。

お
り
と
す
る
。

（
入
港
料
の
徴
収
の
同
意
を
得
る
こ
と
を
要
す
る
港
湾
）

（
削
除
）

第
十
七
条

法
第
四
十
四
条
の
二
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
重
要
港
湾
は
、
別
表
第
五

の
と
お
り
と
す
る
。

（
管
理
委
託
の
手
続
）

（
管
理
委
託
の
手
続
）

第
十
七
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
五
十
四
条
第
一
項
（
法
第
五
十
四
条
の
二
第
二

第
十
七
条
の
二

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
五
十
四
条
第
一
項
（
法
第
五
十
四
条
の
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
港
湾
施
設
の
管
理
（
港
湾

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
港
湾
施
設
の
管
理
（

施
設
を
維
持
し
、
及
び
一
般
公
衆
の
利
用
そ
の
他
公
共
の
用
に
供
す
る
こ
と
を
い
い

港
湾
施
設
を
維
持
し
、
及
び
一
般
公
衆
の
利
用
そ
の
他
公
共
の
用
に
供
す
る
こ
と
を

、
港
湾
施
設
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
港
湾
工
事
を
す
る
こ
と
を
含
む
。
以
下
第

い
い
、
港
湾
施
設
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
港
湾
工
事
を
す
る
こ
と
を
含
む
。
以

十
七
条
の
九
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
港
湾
管
理
者
に
委
託
す
る
と
き
は
、
契
約

下
第
十
七
条
の
十
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
港
湾
管
理
者
に
委
託
す
る
と
き
は
、

書
に
お
い
て
次
の
事
項
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

契
約
書
に
お
い
て
次
の
事
項
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一
～
六

（
略
）

一
～
六

（
略
）

第
十
七
条
の
二
～
第
十
七
条
の
六

（
略
）

第
十
七
条
の
三
～
第
十
七
条
の
七

（
略
）

（
管
理
台
帳
）

（
管
理
台
帳
）

第
十
七
条
の
七

管
理
受
託
者
は
、
受
託
に
係
る
港
湾
施
設
に
つ
い
て
次
の
事
項
を
記

第
十
七
条
の
八

管
理
受
託
者
は
、
受
託
に
係
る
港
湾
施
設
に
つ
い
て
次
の
事
項
を
記

載
し
た
管
理
台
帳
を
そ
の
事
務
所
に
備
え
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

載
し
た
管
理
台
帳
を
そ
の
事
務
所
に
備
え
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
十
七
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項

一

第
十
七
条
の
二
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項

二

（
略
）

二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

第
十
七
条
の
八
・
第
十
七
条
の
九

（
略
）

第
十
七
条
の
九
・
第
十
七
条
の
十

（
略
）

（
職
権
の
委
任
）

（
職
権
の
委
任
）

第
二
十
二
条

次
に
掲
げ
る
国
土
交
通
大
臣
の
職
権
は
、
地
方
整
備
局
長
又
は
北
海
道

第
二
十
二
条

次
に
掲
げ
る
国
土
交
通
大
臣
の
職
権
は
、
地
方
整
備
局
長
又
は
北
海
道

開
発
局
長
が
行
う
も
の
と
す
る
。

開
発
局
長
が
行
う
も
の
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

第
十
七
条
の
四
第
一
項
本
文
、
第
十
七
条
の
五
、
第
十
七
条
の
六
本
文
及
び
第

四

第
十
七
条
の
五
第
一
項
本
文
、
第
十
七
条
の
六
、
第
十
七
条
の
七
本
文
及
び
第

十
七
条
の
八
の
規
定
に
よ
る
国
土
交
通
大
臣
の
職
権

十
七
条
の
九
の
規
定
に
よ
る
国
土
交
通
大
臣
の
職
権

２

法
第
五
十
六
条
の
四
及
び
第
五
十
六
条
の
五
並
び
に
第
十
七
条
の
九
の
規
定
に
よ

２

法
第
五
十
六
条
の
四
及
び
第
五
十
六
条
の
五
並
び
に
第
十
七
条
の
十
の
規
定
に
よ

る
国
土
交
通
大
臣
の
職
権
は
、
地
方
整
備
局
長
又
は
北
海
道
開
発
局
長
も
行
う
こ
と

る
国
土
交
通
大
臣
の
職
権
は
、
地
方
整
備
局
長
又
は
北
海
道
開
発
局
長
も
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

が
で
き
る
。

別
表
第
一
（
第
一
条
関
係
）

別
表
第
一
（
第
一
条
関
係
）

都
道
府

国
際
戦
略

国
際
拠
点

都
道
府

重

要

港

湾

避

難

港

重

要

港

湾

特
定
重
要
港
湾

避

難

港
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県

港
湾

港
湾

県

函
館
、
小
樽
、
釧
路
、

松
前
、
奥
尻
、

函
館
、
小
樽
、
室
蘭
、
釧
路
、

松
前
、
奥
尻

室
蘭
、
苫

留
萌
、
稚
内
、
十
勝
、

え
り
も
、
椴
法

留
萌
、
稚
内
、
苫
小
牧
、
十
勝

、
え
り
も
、

北
海
道

北
海
道

室
蘭
、
苫
小
牧

小
牧

石
狩
湾
、
紋
別
、
網
走

華
、
宗
谷
、
天

、
石
狩
湾
、
紋
別
、
網
走
、
根

椴
法
華
、
宗

、
根
室

売

室

谷
、
天
売

青
森
、
八
戸
、
む
つ
小

尻
屋
岬
、
深
浦

尻
屋
岬
、
深

青

森

青

森

青
森
、
八
戸
、
む
つ
小
川
原

川
原

浦

宮
古
、
釜
石
、
大
船
渡

岩

手

岩

手

宮
古
、
釜
石
、
大
船
渡
、
久
慈

、
久
慈

宮

城

仙
台
塩
釜

石
巻

雄
勝

宮

城

仙
台
塩
釜
、
石
巻

仙
台
塩
釜

雄
勝

秋

田

秋
田
船
川
、
能
代

戸
賀

秋

田

秋
田
船
川
、
能
代

戸
賀

山

形

酒
田

鼠
ヶ
関

山

形

酒
田

鼠
ヶ
関

福

島

小
名
浜
、
相
馬

久
之
浜

福

島

小
名
浜
、
相
馬

久
之
浜

鹿
島
、
日
立
、
大
洗
、
常
陸
那

茨

城

鹿
島
、
茨
城

茨

城

珂

千

葉

千
葉

木
更
津

名
洗
、
興
津

千

葉

千
葉
、
木
更
津

千
葉

名
洗
、
興
津

東

京

洞
輪
沢

東

京

洞
輪
沢

東

京

東

京

京
浜

京
浜

京
浜

神
奈
川

神
奈
川

神
奈
川

横
須
賀

神
奈
川

横
須
賀
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新

潟

新
潟

直
江
津
、
両
津
、
小
木

二
見

新

潟

新
潟
、
直
江
津
、
両
津
、
小
木

新
潟

二
見

富

山

伏
木
富
山

富

山

伏
木
富
山

伏
木
富
山

石

川

七
尾
、
金
沢

輪
島

石

川

七
尾
、
金
沢

輪
島

福

井

敦
賀

鷹
巣

福

井

敦
賀

鷹
巣

静

岡

清
水

田
子
の
浦
、
御
前
崎

下
田

静

岡

清
水
、
田
子
の
浦
、
御
前
崎

清
水

下
田

愛

知

名
古
屋

衣
浦
、
三
河

伊
良
湖

愛

知

名
古
屋
、
衣
浦
、
三
河

名
古
屋

伊
良
湖

三

重

四
日
市

尾
鷲
、
津
松
阪

浜
島

三

重

四
日
市
、
尾
鷲
、
津
松
阪

四
日
市

浜
島

京

都

舞
鶴

京

都

舞
鶴

大

阪

大
阪

堺
泉
北

阪
南

大

阪

大
阪
、
阪
南

大
阪

尼
崎
西
宮
芦
屋
、
東
播

神
戸
、
姫
路
、
尼
崎
西
宮
芦
屋

兵

庫

神
戸

姫
路

柴
山

兵

庫

神
戸
、
姫
路

柴
山

磨

、
東
播
磨

和
歌
山
下

和
歌
山

日
高

勝
浦
、
由
良

和
歌
山

和
歌
山
下
津
、
日
高

和
歌
山
下
津

勝
浦
、
由
良

津

鳥

取

鳥
取

田
後

鳥

取

鳥
取

田
後

鳥

取

鳥

取

境

境

島

根

島

根

島

根

浜
田
、
西
郷
、
三
隅

七
類

島

根

浜
田
、
西
郷
、
三
隅

七
類

岡

山

水
島

宇
野
、
岡
山

岡

山

宇
野
、
水
島
、
岡
山

水
島

広

島

広
島

尾
道
糸
崎
、
呉
、
福
山

広

島

広
島
、
尾
道
糸
崎
、
呉
、
福
山

広
島

宇
部
、
岩
国
、
三
田
尻

宇
部
、
徳
山
下
松
、
岩
国
、
三
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山

口

徳
山
下
松

油
谷

山

口

徳
山
下
松

油
谷

中
関
、
小
野
田

田
尻
中
関
、
小
野
田

山

口

山

口

関
門

関
門

関
門

福

岡

福

岡

徳

島

徳
島
小
松
島
、
橘

徳

島

徳
島
小
松
島
、
橘

香

川

高
松
、
坂
出

香

川

高
松
、
坂
出

今
治
、
松
山
、
新
居
浜

今
治
、
松
山
、
新
居
浜
、
宇
和

愛

媛

、
宇
和
島
、
東
予
、
三

愛

媛

島
、
東
予
、
三
島
川
之
江

島
川
之
江

上
川
口
、
室

高

知

高
知
、
須
崎
、
宿
毛
湾

上
川
口
、
室
津

高

知

高
知
、
須
崎
、
宿
毛
湾

津

福

岡

博
多

苅
田
、
三
池

大
島

福

岡

博
多
、
苅
田
、
三
池

博
多

大
島

佐

賀

唐
津
、
伊
万
里

呼
子

佐

賀

唐
津
、
伊
万
里

呼
子

長
崎
、
佐
世
保
、
福
江

長
崎
、
佐
世
保
、
福
江
、
厳
原

長

崎

脇
岬

長

崎

脇
岬

、
厳
原
、
郷
ノ
浦

、
郷
ノ
浦

熊

本

三
角
、
八
代
、
熊
本

熊

本

三
角
、
八
代
、
熊
本

大
分
、
津
久
見
、
別
府

大
分
、
津
久
見
、
別
府
、
佐
伯

大

分

大

分

、
佐
伯
、
中
津

、
中
津

宮

崎

細
島
、
油
津
、
宮
崎

宮

崎

細
島
、
油
津
、
宮
崎

鹿
児
島
、
名
瀬
、
西
之

鹿
児
島
、
名
瀬
、
西
之
表
、
志

大
泊
、
古
仁

鹿
児
島

大
泊
、
古
仁
屋

鹿
児
島
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表
、
志
布
志
、
川
内

布
志
、
川
内

屋

運
天
、
那
覇
、
平
良
、

安
護
の
浦
、
船

運
天
、
那
覇
、
平
良
、
石
垣
、

安
護
の
浦
、

沖

縄

沖

縄

石
垣
、
金
武
中
城

浮

金
武
中
城

船
浮

（
削
除
）

別
表
第
五
（
第
十
七
条
関
係
）

都
道
府
県

北

海

道

室
蘭
、
苫
小
牧

宮

城

仙
台
塩
釜

千

葉

千
葉

東

京

京
浜

神

奈

川

新

潟

新
潟

富

山

伏
木
富
山

静

岡

清
水

愛

知

名
古
屋

三

重

四
日
市

大

阪

大
阪

兵

庫

神
戸
、
姫
路

和

歌

山

和
歌
山
下
津

岡

山

水
島
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広

島

広
島

山

口

徳
山
下
松

山

口

関
門

福

岡

福

岡

博
多
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○

土
地
区
画
整
理
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
四
十
七
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
国
庫
補
助
金
）

（
国
庫
補
助
金
）

第
六
十
六
条

法
第
百
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
国
が
交
付
す
る
補
助
金
の
額
は
、
次

第
六
十
六
条

法
第
百
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
国
が
交
付
す
る
補
助
金
の
額
は
、
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
土
地
区
画
整
理
事
業
で
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
土
地
区
画
整
理
事
業
で
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
六
十
三
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
費
用
の
額
に
二
分
の
一

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
六
十
三
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
費
用
の
額
に
二
分
の
一

以
内
に
お
い
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

以
内
に
お
い
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

港
湾
法
に
い
う
国
際
戦
略
港
湾
、
国
際
拠
点
港
湾
又
は
重
要
港
湾
の
後
背
地
区

四

港
湾
法
に
い
う
重
要
港
湾
の
後
背
地
区
の
整
備
を
目
的
と
す
る
も
の

の
整
備
を
目
的
と
す
る
も
の

五
～
七

（
略
）

五
～
七

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）
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○

後
進
地
域
の
開
発
に
関
す
る
公
共
事
業
に
係
る
国
の
負
担
割
合
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
百
五
十
八
号
）
（
抄
）（

傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
事
業
）

（
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
事
業
）

第
一
条

後
進
地
域
の
開
発
に
関
す
る
公
共
事
業
に
係
る
国
の
負
担
割
合
の
特
例
に
関

第
一
条

後
進
地
域
の
開
発
に
関
す
る
公
共
事
業
に
係
る
国
の
負
担
割
合
の
特
例
に
関

す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る

す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る

事
業
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

事
業
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
事
業
の
う
ち
、
再
度
災
害
を
防
止
す
る
た
め
災
害
復
旧
事
業
に
合

一

次
に
掲
げ
る
事
業
の
う
ち
、
再
度
災
害
を
防
止
す
る
た
め
災
害
復
旧
事
業
に
合

併
し
て
行
う
事
業
で
当
該
事
業
に
要
す
る
経
費
の
総
額
が
五
千
万
円
未
満
の
も
の

併
し
て
行
う
事
業
で
当
該
事
業
に
要
す
る
経
費
の
総
額
が
五
千
万
円
未
満
の
も
の

、
維
持
修
繕
に
係
る
も
の
及
び
局
部
改
良
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
以
外
の
も

、
維
持
修
繕
に
係
る
も
の
及
び
局
部
改
良
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
以
外
の
も

の

の

イ
～
へ

（
略
）

イ
～
へ

（
略
）

ト

森
林
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
森
林
計
画
に
基
づ
く
奥
地
幹
線
林

ト

森
林
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
森
林
計
画
に
基
づ
く
奥
地
幹
線
林

道
（
専
ら
都
道
府
県
有
林
の
開
発
の
た
め
の
も
の
を
除
く
。
）
の
開
設
に
関
す

道
（
も
つ
ぱ
ら
都
道
府
県
有
林
の
開
発
の
た
め
の
も
の
を
除
く
。
）
の
開
設
に

る
事
業

関
す
る
事
業

チ

（
略
）

チ

（
略
）

リ

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す

リ

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す

る
国
際
戦
略
港
湾
、
国
際
拠
点
港
湾
及
び
重
要
港
湾
、
同
項
に
規
定
す
る
地
方

る
重
要
港
湾
、
同
項
に
規
定
す
る
地
方
港
湾
で
同
法
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
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港
湾
で
同
法
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
が
港
湾
管
理
者
で
あ

り
地
方
公
共
団
体
が
港
湾
管
理
者
で
あ
り
、
か
つ
、
国
土
交
通
大
臣
が
乙
号
港

り
、
か
つ
、
国
土
交
通
大
臣
が
公
有
水
面
埋
立
法
施
行
令
（
大
正
十
一
年
勅
令

湾
と
し
て
指
定
し
て
い
る
も
の
及
び
同
法
第
二
条
第
九
項
に
規
定
す
る
避
難
港

第
百
九
十
四
号
）
第
三
十
二
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
乙
号
港
湾
と
し
て
指
定

に
係
る
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
港
湾
工
事
に
関
す
る
事
業

し
て
い
る
も
の
並
び
に
同
法
第
二
条
第
九
項
に
規
定
す
る
避
難
港
に
係
る
同
条

第
七
項
に
規
定
す
る
港
湾
工
事
に
関
す
る
事
業

ヌ
～
ヲ

（
略
）

ヌ
～
ヲ

（
略
）

二

（
略
）

二

（
略
）
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○

公
共
用
地
の
取
得
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
百
八
十
五
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
特
定
公
共
事
業
）

（
特
定
公
共
事
業
）

第
一
条

（
略
）

第
一
条

（
略
）

２
～
７

（
略
）

２
～
７

（
略
）

８

法
第
二
条
第
八
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

８

法
第
二
条
第
八
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も

る
。

の
と
す
る
。

一

国
際
戦
略
港
湾
、
国
際
拠
点
港
湾
又
は
重
要
港
湾
の
港
湾
施
設
の
う
ち
、
港
湾

一

重
要
港
湾
の
港
湾
施
設
の
う
ち
、
港
湾
管
理
者
又
は
国
が
港
湾
法
（
昭
和
二
十

管
理
者
又
は
国
が
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
十
二
条
第

五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
十
二
条
第
一
項
第
三
号
（
第
三
十
四
条
に
お
い
て

一
項
第
三
号
（
第
三
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
五
十

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
建
設
し

二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
建
設
し
、
又
は
改
良
す
る
水
域
施
設
、
外
郭
施
設

、
又
は
改
良
す
る
水
域
施
設
、
外
郭
施
設
、
係
留
施
設
又
は
臨
港
交
通
施
設
（
道

、
係
留
施
設
又
は
臨
港
交
通
施
設
（
道
路
に
あ
つ
て
は
、
道
路
構
造
令
（
昭
和
四

路
に
あ
つ
て
は
、
道
路
構
造
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
二
百
四
十
四
号
）
第
二

十
五
年
政
令
第
三
百
二
十
号
）
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
車
道
又
は
こ
れ
に
相

条
第
四
号
に
規
定
す
る
車
道
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
部
分
の
幅
員
六
・
五
メ
ー
ト

当
す
る
部
分
の
幅
員
六
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）

ル
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）

二
～
四

（
略
）

二
～
四

（
略
）
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○

都
市
計
画
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
四
年
政
令
第
百
五
十
八
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
国
の
利
害
に
重
大
な
関
係
が
あ
る
都
市
計
画
）

（
国
の
利
害
に
重
大
な
関
係
が
あ
る
都
市
計
画
）

第
十
四
条

法
第
十
八
条
第
三
項
の
国
の
利
害
に
重
大
な
関
係
が
あ
る
政
令
で
定
め
る

第
十
四
条

法
第
十
八
条
第
三
項
の
国
の
利
害
に
重
大
な
関
係
が
あ
る
政
令
で
定
め
る

都
市
計
画
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
に
関
す
る
都
市
計
画
と
す
る
。

都
市
計
画
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
に
関
す
る
都
市
計
画
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

法
第
八
条
第
一
項
第
四
号
の
二
又
は
第
九
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
地

三

法
第
八
条
第
一
項
第
四
号
の
二
又
は
第
九
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
地

域
地
区
（
同
項
第
九
号
に
掲
げ
る
地
区
に
あ
つ
て
は
港
湾
法
第
二
条
第
二
項
の
国

域
地
区
（
同
項
第
九
号
に
掲
げ
る
地
区
に
あ
つ
て
は
港
湾
法
第
二
条
第
二
項
の
特

際
戦
略
港
湾
又
は
国
際
拠
点
港
湾
に
係
る
も
の
、
法
第
八
条
第
一
項
第
十
二
号
に

定
重
要
港
湾
に
係
る
も
の
、
法
第
八
条
第
一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
地
区
に
あ
つ

掲
げ
る
地
区
に
あ
つ
て
は
近
郊
緑
地
特
別
保
全
地
区
に
限
る
。
）

て
は
近
郊
緑
地
特
別
保
全
地
区
に
限
る
。
）

四
・
五

（
略
）

四
・
五

（
略
）
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○

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
二
百
七
十
五
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
生
活
関
連
等
施
設
）

（
生
活
関
連
等
施
設
）

第
二
十
七
条

法
第
百
二
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
施
設
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る

第
二
十
七
条

法
第
百
二
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
施
設
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る

。

。

一
～
六

（
略
）

一
～
六

（
略
）

七

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
五
十
二
条
第
一
項
第
一
号

七

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
五
十
二
条
第
一
項
第
一
号

の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
係
留
施
設
又
は
同
項
第
二
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定

の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
水
域
施
設
又
は
係
留
施
設

め
る
水
域
施
設
若
し
く
は
係
留
施
設

八
～
十

（
略
）

八
～
十

（
略
）


